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　助手　原　　靖果

1）臨　床：院内の感染制御を担い、また各科の感染症診療をサポートを行う
2）研　究：感染症の急性期における生体免疫応答に関する研究
　　　　　  滅菌に関する研究
3）研　修：初期研修および感染症専門医を目指す後期研修

診療科（講座）紹介

後期研修プログラム

URL http://www.fmu.ac.jp/home/kensa/kensa-top.htm
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大学院・留学について
　分子病態医科学、分子機能学領域の感染制御学として大
学院の授業を行う。
　①感染症診断学、②感染症治療学、③感染制御学につい
て学ぶ。
　留学については感染症に関して上記海外研修も可能であ
る。

　卒後臨床研修後（ 2 年）感染症・感染制御専門医の取得
を目的とするコースである。
　 1 年次（卒後 3年）には感染症治療は勿論のこと、感染
症の病因、病態生理、微生物の概要などを学びながら内科
認定医の受験資格を取得できる。 2 年次から 4 年次（卒後
4 年～ 6 年）には更なる感染症専門医療の研修を行い、感
染症各論、感染症コンサルテーション、感染制御学などを
学び、 4 年終了時には日本感染症学会専門医の受験資格を
取得できる。後期研修 4 年間のうち希望により、海外研修
でマラリア、デング熱、狂犬病などのトロピカルメディス
ンの研修も可能である。さらに、 1 ～ 2 年次に大学院に入
学し専門医研修と同時に 4 年間の基礎的もしくは臨床的研
究により学位取得も可能である。

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ

　感染症専門医、感染制御専門医ともにまだまだ
数が少なく、特に感染症、感染制御については社
会のニーズも大きく、今後、ますます発展する分
野です。それぞれ内科、外科等の枠を超えて、各
科横断的に幅広く活動することが求められますの
で、それだけやりがいも大きいと言えます。

　日本感染症学会専門医研修カリキュラムは次の通り（各
項目詳細については省略）
 1 ．総論
　1.1　微生物の概要
　1.2　感染症の病因、病態生理
　1.3　感染症診断
　1.4　抗菌化学療法
　1.5　化学療法以外の感染症治療・予防
　1.6　感染症関連法規
　1.7　院内感染
 2 ．各論
　2.1　臓器別にみた病態、診断、および治療
　2.2　各病原体別にみた病態、診断、治療

　インフェクションコントロールドクターの要件は次の通り
 1 ）感染対策委員またはそれに準ずる活動の証明があること
 2 ）院内感染対策講習会への参加実績

専門医受験資格のために必要とされる技能・手技目標
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